
  第７次阿蘇地域保健医療計画（平成30～35年度） （主な事項） 

○第７次阿蘇地域保健医療計画は、阿蘇地域における保健医療施策の基本的な計画として、第７次熊本県保健医療計画と一体的に推進するもので、
阿蘇地域における現状や課題を整理し、阿蘇地域の特性に応じた体制整備や課題解決に向けた重点的な取組等を記載。 
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第
１
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安全安心な暮らしに向けた、一人ひとりの健康づくりと地域における保健医療の提供 基本目標 

○阿蘇地域保健医療推進協議会において、毎年度、各事業の進捗を確認、評価を行う。 

第３編 計画の実現に向けて 

 

基
本
計
画 

第
２
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高齢になってもいつまでも元気で
いられるための一生涯を通じた 
健康づくり 

施策の柱① 

（１）生涯を通じた健康づくりの推進 
健康寿命を延伸するため、栄養・食生
活、身体活動・運動、喫煙、飲酒、
歯・口腔の各方面からの健康づくりの
取組を推進。 

（２）生活習慣病の発症・重症化予防 
健診の実施体制の充実や関係機関・団
体との連携による切れ目のない保健医
療サービスの提供。 

住み慣れた地域で安心して生活できる保健医療体制の充実 

施策の柱② 

（１）住民・患者の立場に立った保健医療施策の推進 

①医療機能の適切な分化と連携 

②地域の保健医療を支える人材の確保・育成 

（２）疾病に応じた保健医療施策の推進 
①がん 

将来にわたって効果的な医療提供体制を構築するため、地域の医療機関相互の
連携を強化。 

地域の医療機関等の魅力を学生へ発信、安定した人材確保の基盤づくり、働き
やすい職場環境づくり、スキルアップ支援、住民への普及啓発。 

予防・早期発見、がん患者や家族の生活の質の向上、正しい知識の周知。 

②糖尿病 
発症・重症化予防のための連携体制整備、療養生活支援のための体制整備。 

③認知症 
予防・早期発見・早期支援、住民への啓発、関係者の資質向上。 

④難病 
療養生活の質の向上。 

①在宅医療 
関係機関・多職種による連携、阿蘇在宅医療システム研究会の協働。 

（３）特定の課題に応じた保健医療施策の推進 

②救急医療 
阿蘇救急医療圏の見直し、平成28年熊本地震の影響に伴う阿蘇地域孤立時の
患者搬送手段の確保、あーたの大事な命袋運動 

③災害医療 
平成28年熊本地震による被災者に対する保健医療支援、阿蘇圏域災害保健医
療連絡会議の開催・連携訓練実施、各医療機関の災害時体制構築推進。 

④へき地の医療 
無医地区等における医療提供体制の充実。 

⑤歯科保健医療 
子どものむし歯予防、歯周病対策の推進、医科歯科連携等の体制整備。 

⑥母子保健 
妊娠から子育て期にわたる切れ目ない支援体制の整備、早産予防対策、思春期
保健対策の推進。 

いざというときに安心できる
健康危機管理体制の充実 

施策の柱③ 

（１）健康危機に対応した体制づくり 
関係機関の連携強化、研修や訓
練の実施。 

（２）感染症への対応 

早期発見・早期診断・治療の強
化、服薬確認・連携強化、まん
延防止、人材育成。 

①結核 

温泉・入浴施設等に対する発生
防止対策の推進。 

②レジオネラ症 

（３）食品の安全対策 
健康被害の未然防止の推進、
HACCP普及啓発。 


